
平成３０年７月豪雨における下水道分野の活動状況＜緊急支援活動＞  

National Institute for Land and Infrastructure Management, MLIT, JAPAN   国総研 

・平成３０年７月豪雨により、下水道施設の機能が停止した岡山県倉敷市に、７月１０日から１１日 
 まで職員を派遣し、本省水管理・国土保全局職員とともに、被害状況調査や下水道の復旧（倉敷市 
 真備浄化センターの再稼働など）に向けた技術的助言を行った。 

浸水した水処理施設の被害状況を確認する 
国総研職員（７月１１日） 

下水管の流失箇所 
（写真中央上：被災したマンホール）（７月１１日） 



（参考）関連資料

National Institute for Land and Infrastructure Management, MLIT, JAPAN   国総研

発表日 件名

H30.7.10
下水道専門家（TEC-FORCE）が、岡山県倉敷市真備地区における下水道の復旧に向けた取
組を支援します

■ 記者発表＜国総研ホームページ＞

■記者発表＜国土交通省ホームページ＞

発表日 件名

H30.9.21
「都市浸水対策に関する検討会」を開催します
～下水道による都市浸水対策の課題と対策の方向性を検討～

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/kisya/journal/kisya20180710-1.pdf
http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000391.html
http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000391.html
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